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コース番号 201

フォロワーシップと組織行動力

組織行動力に直結するフォロワーの役割 【演習あり】

･上司が抱えている課題を1つ取り上げ、自分がフォロワーとして何をすべ
　きかを考える

管理者への提案方法 【演習あり】

・管理者が求めていることを理解した上で、自分の提案を組み立てるため
　の手法を解説する
・演習にて、実際に提案したい内容を考えることで、実務での活用につな
　げる

現場の問題発見と改善姿勢　【演習あり】

・問題とは何か、問題を見つける姿勢を理解する
・問題を解決するための思考プロセスを解説し、演習を実施する。

専門性向上の必要性

専門性を高めるために、必要なスキルと保有しているスキルを分析する
ための手法を解説する。

フォロワーシップとは　【演習あり】

コース名 現場社員のための組織行動力向上

福岡事務所（福岡市中央区赤坂1-10-17しんくみ赤坂ﾋﾞﾙ5F）

一般社団法人日本経営協会九州本部

2023年6月29日

コース基本情報

コースのねらい
企業の仕組みや業界の背景について理解を深め、一般社員のうちから経営者の視点を理解し、上司の
補佐や後輩の育成を行い、生産性向上のためのビジネス感覚を養うことにより、自ら主体的に社内の問
題発見・業務改善を現場から発信するために必要な知識、技能を習得する。

申込締切

実施機関

1 企業組織と生産活動

2

講
義
内
容

3

※訓練時間には昼休憩の60分を含みます。

受講料　（円）

定員　（名）

訓練時間

訓練日程

9:30～16:30

20

3,300

2023年7月13日

・フォロワーシップの定義と必要性を説明する。
・フォロワーシップの自己診断をして自分のフォロワーシップの課題を確
認し、改善策を検討する。

会場

・現場力を継承する必要性と人材育成をするときの指導方法を解説す
る。
・部下や後輩を指導するときのポイントを解説して指示やフィードバックの
　演習をする。

「基本項目」 「主な内容」

現場力の継承と人材育成　【演習あり】

生産活動の目的と目標 【演習あり】

経営がどのようにして成り立つのか、経営資源とは何か、マネジメントを
どのように進めるかを解説する。

経営者の視点とコスト感覚 【演習あり】

・経営的な視点として、全体最適化、中長期的な方向性を考慮しながら組
　織を強化し、利益を生み出すまでの一連の思考を解説する。
・自分が意識しているかを自己チェックする。

自分の部署の活動の意義を考え、目標を考えるためのポイントを理解す
る。

企業経営の仕組み

現場力を高めるための要素

現場力とは何か、現場力を構成する要素を４Ｍの観点から解説する。

合計時間

状況変化に対応する現場力



　

訓練時間
（Ｈ）

0.5

0.5

0.5

0.5

0.5

0.5

1.0

1.0

1.0

6.0

ケースワーク「課題発見」

ケースを用いた課題発見【演習ワーク】
モレなくダブりなく課題の真因を追求する

解決策の立案

アイデアを出し選択肢を創る
Howツリーを用い解決策を網羅する

コース番号 202

9:30～16:30

20

3,300

コース名 管理者のための問題解決力向上

福岡事務所（福岡市中央区赤坂1-10-17しんくみ赤坂ﾋﾞﾙ5F）

一般社団法人日本経営協会九州本部

2023年7月14日

2023年7月28日

コース基本情報

コースのねらい
組織課題に対し、業務の問題の本質を的確に捉え、業務の問題解決を図るための手法を学び、管理者として必要となる
問題解決を実行するための知識と技能を習得する。

※訓練時間には昼休憩の60分を含みます。

受講料　（円）

定員　（名）

訓練時間

訓練日程

因果関係をみる
Whyツリーを用いた原因発見

「基本項目」 「主な内容」

原因は何か？

「問題」を考える

【ワーク】自分の組織が抱える課題を棚卸し、自らの役割を確認する

問題解決とは

問題解決のプロセスを理解する
問題解決のできる人、できない人の特徴

問題定義「あるべき姿」を考える
何を問題とするか「視点・範囲・時間」

組織の課題と管理者としての役割

論理的思考(ロジカルシンキング)の重要性

業務の問題の本質を的確に捉える論理的思考を理解する

課題はどこか？

たし算型・かけ算型の問題分解
Whatツリーを用いた問題分解

合計時間

アクションプランの策定（演習）

具体策を選定しアクションプランをつくる
組織を動かすプレゼンテーション【演習ワーク】

申込締切

実施機関

会場

講
義
内
容

1 組織の課題と対応策

2 問題の発見と見える化

3 問題解決に向けた取組み



　

訓練時間
（Ｈ）

0.5
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0.5

0.5

6.0

申込締切

実施機関

会場

DXを推進するためには目指す方向性、将来の望ましい状態（ビジョン）が
必要です。ここではビジョンマップ（ワークシート）を用いて、自社が目指す
べきビジョンを創造します。

講
義
内
容

合計時間

「基本項目」 「主な内容」

（2）DXビジョンの創造【演習あり】

（1）ＤＸに成功した事例紹介

昨今、経営者の間でも話題となっているDX（デジタルトランスフォーメー
ション）。多くの場面で「企業でのIT活用」という文脈で語られています。し
かし、本質的なDXとはIT活用の先にある新たな価値創造を意味します。
ここでは、DXとは何か、IT活用と何が違うのかについて分かりやすく解説
します。

1 DX概論

（2）企業に求められる変革

業務改善や業務改革は特別な業務ではなく、企業の本来業務です。変革
なくして企業の成長・存続はありえません。ここでは、業務改善マインドの
必要性について解説します。

IT活用とDXの成功事例について、大企業のみならず、中小企業や個人
事業での事例を動画やサイトも含めてご紹介します。

※訓練時間には昼休憩の60分を含みます。

受講料　（円）

定員　（名）

訓練時間

訓練日程

コース番号 203

9:30～16:30

20

3,300

コース名 ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）の推進

福岡事務所（福岡市中央区赤坂1-10-17しんくみ赤坂ﾋﾞﾙ5F）

株式会社パワートレイン

2023年6月21日

2023年7月5日

コース基本情報

コースのねらい DX（デジタルトランスフォーメーション）による企業変革の有効性を理解し、自社のDX推進に向けたポイントを習得する。

（1）DXとは

2 ＤＸ導入事例

3 DX戦略の導入

（2）成功事例で利用されているITツールの紹介

DXの成功事例の中で実際に活用されている様々なITツールを紹介しま
す。クラウドサービス全般、IoT、CRM、会計ツール、HR領域のツール、
RPAやAIなどの各種ツールについてデモンストレーションを交えて解説し
ます。

（1）業務改善の基礎

DXとは業務改善や改革の結果、実現されるものです。ここでは業務改
善・業務改革の基本的な考え方、改善策検討のためのECRSの法則につ
いて解説します。

（3）ＤＸの具体的な取組領域の決定【演習あり】

ビジョンマップを利用して、ビジョンを達成するために必要な戦略（取り組
み領域）を検討します。どのような方法でビジョンを達成するか等、DXを
行う上でのポイントについて講師から個々にフィードバックします。

（4）業務プロセスの設計手法

誰でもすぐに取り入れられる業務プロセスを構築するための手法につい
て、「業務記述書」と「業務フロー」を取り上げて解説します。
業務プロセス設計で気をつけるポイント（トランザクションを少なくする、誰
が何に責任を持つか明確にする、等）についても解説します。



　

訓練時間
（Ｈ）

6.0

3 DX人材の育成方法

申込締切

実施機関

会場

DXを推進する上で、各ステップで必要となる人材イメージや

望ましい組織体系を考える

「基本項目」 「主な内容」

(3) DX推進を担う組織と人材

(3) DXリテラシー標準とは

DXが脚光を浴びている背景や目的、目指すものなどを解説す

る

(2) DXによる業務改善事例

どのようにデジタル技術を活用し、業務改善につなげていくの

か、DXの事例を解説する

経済産業省が定義しているDXリテラシー標準とは何かについ

て具体的に説明していく

(1) DXとは何か

(1) DXの推進ステップ

DXのテーマを分類し、それぞれの一般的な推進ステップと各

ステップにて必要となる作業を解説する

DX推進を担う人材

※訓練時間には昼休憩の60分を含みます。

受講料　（円）

定員　（名）

訓練時間

訓練日程

コース番号 204

9:30～16:30

20

3,300

コース名 DX人材育成の進め方

福岡事務所（福岡市中央区赤坂1-10-17しんくみ赤坂ﾋﾞﾙ5F）

一般社団法人日本経営協会九州本部

2023年7月20日

2023年8月3日

コース基本情報

コースのねらい
自社内においてDXを推進するに当たり、製品やサービス、ビジネスモデルを変革するとともに、業務そのものや、組織、
プロセス、企業文化、風土を変革する人材の育成方法を習得する。

1.5

合計時間

講
義
内
容

1 DXリテラシーと業務改善

2

1.5

3.0

(2) 自社のDX人材育成計画の作成【演習あり】

自社で不足するDX人材をどのように育成するか、外部から補

填するかについて方針を検討し、計画にとりまとめる

(2) 業務改善を推進するためのスキル【演習あり】

ビジネスモデルや業務・組織などを変革していくにあたって、

必要となるスキルを解説する

(4) 自社DX人材のギャップ分析【演習あり】

DX推進において必要なスキル・経験を持つ人材が自社にどの

くらいいるのか棚卸を行い、課題を整理する

(1) DX人材の育成と外部補填

DX推進に必要な各ランクの人材を育成する手法、外部から補

填する手法を解説する



　

訓練時間
（Ｈ）

2.0

1.0

3.0

6.0

（３）複写（データ、計算式、罫線）【演習あり】

表計算ソフトの起動、起動後の画面、リボン、タブ、行列、セル、ワーク
シートについて実際の画面で説明し、ブックの概念も説明する。

セルへの入力や編集方法について説明し、なおかつ効率的なデータ入力
方法を説明する。また、入力したデータの保存方法および開く方法も説明
する。

数式の書き方、表示の仕組み、セル参照を説明する。

表を作成する際に効果的なショートカットキーの使い方を説明する。

表計算ソフトが適している作成資料や使用目的などについて説明する。

文書作成ソフトが適している作成資料や使用目的などについて説明す
る。

企業での使用頻度が高いデータベースソフトと表計算ソフトなどの違いに
ついて説明する。

ワークシートの挿入・削除・移動・コピー・シート名の変更・見出しの色変
更について説明する。

リボンを使って効率的に様々な罫線の引き方を説明する。また、印刷設
定の方法も説明する。

（３）簡単な計算式の入力【演習あり】

表計算ソフト概要と基本操作1

（４）ショートカットキーの使い方【演習あり】

※訓練時間には昼休憩の60分を含みます。

受講料　（円）

定員　（名）

訓練時間

訓練日程

申込締切

実施機関

会場

（２）文書作成ソフトの得意分野

（１）表計算ソフトの得意分野

（２）罫線、印刷設定【演習あり】

コース番号 401

9：30～16：30

コースのねらい 表計算ソフトについて、業務で必要となる各種用途に応じた実習を通して、業務改善につながる活用方法を習得する。

「基本項目」 「主な内容」

講
義
内
容

（１）表計算ソフトの概要、特徴等

（２）データ入力方法【演習あり】

2 文書作成ソフトと表計算ソフトの用途の違い

3

（３）データベースソフトとの違い

15

2,200

コース名 表計算ソフトを活用した業務改善

西日本新聞パソコン教室天神校(福岡市中央区渡辺通5-23-2 東急ドエルアルス天神4F)

アイズプロ株式会社

2023年7月7日

2023年7月21日

コース基本情報

ワークシート活用

（４）】計算式の入力（合計、平均他）【演習あり】

合計時間

関数の入力方法と合計、平均の関数名と引数について説明する。

（１）ワークシートの操作【演習あり】

コピー貼り付けにて複写する方法を説明する。さらに、オートフィル機能を
使って連続データ、書式のみコピー、書式なしコピーの方法を説明する。



　

訓練時間
（Ｈ）

1.5

4.5

6.0

関数のエラー表示に対応出来る関数を説明する。

数値やセルの値を比較して評価する事が出来る論理式と論理値につい
て説明し、IF,AND,OR関数の利用方法を説明する。

（３）関数のネスト【演習あり】

※訓練時間には昼休憩の60分を含みます。

受講料　（円）

定員　（名）

訓練時間

訓練日程

15

2,200

2023年8月16日

申込締切

実施機関

会場

（４）統計関数（SUMIF,COUNTIF等）【演習あり】

（２）検索関数（VLOOKUP等）【演習あり】

表からデータを検索して表示する商品管理などに利活用出来る
VLOOKUP関数等の利用方法を説明する。

データの処理1

（１）論理関数（IF,AND,OR等）【演習あり】

関数の挿入ダイアログにより様々な関数の検索方法を説明する。

関数の引数ダイアログの見方や引数の指定の仕方を説明する。

関数内に関数を入れる方法を説明し、複雑な処理を行える技術を説明
する。

コース番号 402

9:30～16:30

（６）日付・時刻関数（DATE等）【演習あり】

Excelにおいての日付や時刻の扱い方や仕組み計算方法、関数につい
て説明する。

（７）文字列操作関数（MID,LEFT等）【演習あり】

文字列から一部抽出・文字種の変更などを行える関数を説明する。

（８）その他の関数【演習あり】

実務活用で補助的役割を持つ関数について説明する。

コースのねらい 業務の効率化を目指して、事務処理に必要なデータ処理における表計算ソフトの関数の効果的な活用方法を習得する。

「基本項目」 「主な内容」

コース名 業務に役立つ表計算ソフトの関数活用

西日本新聞パソコン教室天神校(福岡市中央区渡辺通5-23-2 東急ドエルアルス天神4F)

アイズプロ株式会社

2023年8月2日

コース基本情報

関数の実務活用2

様々な条件に対応出来るように条件に応じた数値の合計や個数を計算
する方法を説明する。

（５）算術関数（ROUNDUP等）【演習あり】

桁の扱いを効率的に処理出来る関数の利用方法を説明する。

合計時間

講
義
内
容

（１）関数の解説・挿入時の操作方法【演習あり】

（２）関数の活用法【演習あり】

（３）情報関数（ISERROR等）【演習あり】



　

訓練時間
（Ｈ）

6.0

コース番号 601

9:30～16:30

20

3,300

コース名 後輩指導力の向上と中堅・ベテラン従業員の役割

福岡事務所（福岡市中央区赤坂1-10-17しんくみ赤坂ﾋﾞﾙ5F）

ﾊﾟﾅｿﾆｯｸｴﾚｸﾄﾘｯｸﾜｰｸｽ創研株式会社

2023年8月10日

2023年8月24日

コース基本情報

コースのねらい
中堅・ベテラン従業員がこれまで培った経験を活かした後輩従業員を指導するためのコーチング法の知識と技能を習得
し、職場の課題解決に向けた先導的役割を理解する。

「基本項目」 「主な内容」

申込締切

実施機関

会場

（１）職場の課題と解決のプロセス

（１）役割の確認

合計時間

・「やってみせ」の大切なところ。
・「言って聞かせ」の大切なところ。
・「させてみせ」の大切なところ。
・「ほめてやらねば（＝フィードバック）」の大切なところ。
・ゲーミフィケーションを取り入れるとどうなるか。

（２）コーチングを活用した指導方法

（１）ティーチングの進め方

（１）コーチングの目的、心構え、原則

職場の課題

・現在の職場の課題、これから起こりうる職場の課題を洗い出し
・どのように解決すればいいのか、そのプロセスを確認する。

（２）ティーチングのスキル講
義
内
容

※訓練時間には昼休憩の60分を含みます。

受講料　（円）

定員　（名）

訓練時間

訓練日程

4 コーチングを活用した指導法

3.0

・「話し合い、耳を傾け承認し、任せてやらねば人は育たず」が、コーチン
グの基本。
・コーチングの目的、心構え、そして原則とは？
・GROWモデルとは？

・G（目標の明確化）のスキルとワーク。
・R（現状と資源の把握）のスキルとワーク。
・O（選択肢の創造）のスキルとワーク。
・W（意思の確認）のスキルとワーク。
・後輩従業員へのコーチングワーク。

1

2

3

0.5

1.0

1.5

求められる役割

・経験してきた職務に共通したもの、一貫して力をいれてきたことなど
  をベースに職務経験の確認を行い
・あなたの積み上げてきた結晶性知能と、職場の課題や上司の考え
  を統合した、あなたの役割を想定してみる。

ティーチングを活用した指導法

・「やってみせ、言って聞かせてさせてみて、ほめてやらねば人は動
   かじ」が、ティーチングの基本。
・ティーチングとコーチングの違い。
・モチベーションが継続しやすいゲーミフィケーション。
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